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      It is desirable that the synthetic fibers are utilized effectively to the

   obj㏄ts most fitted to their excellent characteristics, under the full recogn ition

   of their properties based upop the fundamental researches.

      From this point of view, the properties of various synthetic fibers

   which come into the world textile industry, have been reviewed with a

   short comment using chiefly the data from the author,s own researches.

      The ten3ile strength, elongation, Young's modulus, elasticity, resistance

   to heat, durability, dyeing, etc. are d iscussed.

1.緒     言

 泄 去10年 に 於 け る ナ イ ・ ン の 著 し い 発 展 に よ り,從 來 の 天 然,人 造 諸 繊 維va伍 し て 合 成 繊

維 の 地 位 は確 一立.され た.1938年 に 始 ま る介 成 繊 維 工 業 の 第1段 階 は ナ イ ロ ン に よ り代 表 せ ら

れ(Table 1),ナ イ ロ ン は 斯 界 のpioneerと して の 役 割 を 見 事 に 果 し た も の と云 い 得 る.

                  Table 1. U. S. A. syn亡hetic fiber production

                          in 1949(estirqated) 1)

                nylon        75 m翠1ion pounds

                Saran           ll

                Vinyon          3

                Fiber glass         10

  し か し な が ら最 近 のVinyon N, Dyne1(Vinyon Nのxテ ー フ'ル), Orlon, Terylene

(Fiber V), Rhovyl, Chemstrand等 の 有 力 な 合 成 繊 維 の 工 業 生 産 或 は 試 験 生 産 が 発 表 され,

吾 國 に 於 て も ビ ゴ ロ ン,ア ミ ラ ン が そ れ ぞ れ 工 場 生 産 の 段 階 に 入 つ た.更 に 職 前 既 に 知 られ

て い たVinyon, Saran, Pe Ce繊 維, Perlonを 加 え て,工 業 的 に 生 産 され る 合 成 繊 維 は10

                                (1)
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指を以て数 えられ るに到つた.今 やこれ らの諸繊維がナィ・ンと並んで量産に入る新 しい段

階に入つた.

 これ らは何れ も高分子化学の学術,技 術の目覚 しい進歩の成果であるが・これ らを通観す

ると種 々の意昧 で,繊 維 として優秀な性能 と工業的発展を期待し得 る顔触れが一慮出揃つた

感じを受ける』.もつ とも研究の第2段 階32一して化学構造の改変等により不充分な性質を改善

して面目を一新 することは大いに行われ るであろうが,根 木的に新 し¢合成繊維が工業 とし
                             ゑ

て登」}す る可能 性 は短時 日の開 には極 め1て少い・du Pontの 化 学者達 が繊維材 料 として研

究 した重合物 は1000を 以 て数 え られ る由 であ るが,そ の内工業化 を念頭 に於 て研究 が進 め

られ た もの は極 めて少数 である.Fiber D, Fiber E, Fiber G, Bubblfi1等 研 究 窒的 な名 称

      の

は傅 え られ るが,選 ばれ たのはOrlon, Fiber Vの2種 に過 ぎな い.新 合成繊維 として名 な

蓮ね るには性能 的に も経済的 にも既存繊維 との激 しい競事 に堪 える もの でな けれ ばな らす,

且 つ 墓礎研 究,工 業化 試験の爲の莫大な労力,資 金 の必要 を考 え ると,こ れ は 某 米誌 の

editorの 言 の如 く``too far in the future"と 云 わねば な らな い.結 局來 るべ き段階 に於 て

は主 として前記諸 合成繊維が既存 の天然,人 造繊維 と,'或 は それ ら相 互が最適 の分野 花 目指

して翼側 な競事 が展開 され る.かxる 見地 か らこの機会 に これ らの諸繊 維 が如何 な る特性 を

捺 つか を具 体的 に検討 す ることが肝要 であ る.一 般 的eτは欠点 とされ る性質 さえも特殊 な川

途が考 え出 され る.ビ ニ ヨンは軟 化温 度が低 い故 に無織布 として加 工が界易 であ り,ア ルギ

ン酸,ポ リビ昌 ルアル コールは水溶 性 を利 用 した特殊用途 に慮用 され 多.

 本 稿 では一L記諸 繊維 の性能全般 に互つて詳細 に述べ ることは出來 な いが,主 として著者 自

身 の実 験結 果 を中心 として主要壌 項 に就て概論 す る.

2.強 伸 度,ヤ ング率 その他

 Table 2に 内 外 の主要合成繊維 の弧仲度 その他 の一般的 な値 を記 した(ア ミランに対 す る

これ らを)値は融点が約210。Cで あ る他 はナ イ ロンに似 て い るの で省略 した).

       Table 2. Some physical propertles of various synthetic fibers

           i・yl・n「 …y・ ・「 …y・nN・")・ ・1・・ISaran l・・berV l・ ・町1・n
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 木 表か ら制 るように一般 に抗 張力高 く,ナ イ ロン,テ リレ ンて89/dは の高値が得 られ,

ビ 出 ・ンに於 て も繊維 強 度5g/dを 得 る事 は容 易であ り,実 験室 的には7.6g/dの 値 も得 ら

れ て い る.こ の程 度 の値 は木綿,麻,特 殊再生繊維素 レー ヨンに於 て も示 され るが,こ の場

合 そ の仲度 は大体数%程 度 であるのに対 し,合 成繊維 は張度,仲 度共1こ高 く強靱な ものが得

られ る事 は分子横縫 の差違 に帰因す る大 をな特長 であ る.

 水 骸 潤 に よ る強 度 の減 少 は極 めて僅少 である.親 水性 が小 さい点 は大 きな特 長で あ り,衣

服 として も汚染が 少 く,洗 濯,乾 燥が客易 であるが,一 方衛 生的,染 色等 の障害 ともな る.

ナ イロンもこの点不 満足 で あ り,分 子 内に親水性墓 の導 入或 は親水性物質 に よるcoating

が 試 み られ て い る.こ の 点 ビニ ロンは懸念が少い.

 上 表 には比 重の値 をも示 したが,一 般に繊維素繊維 の1.5に 比 し遙に小 さい.ナ イ・ン,

」t ・一ロンは¥毛 に比 し約2割 も軽 い事 は実用上便 宜が大 きい.

 ナ イ ロンのヤ ング率が低 い事 はナ イロンが吾國に紹介 され た直 后に櫻田敏授が測定指摘 さ

れ た所 である.こ れ によ り繊維 は所謂腰が無 く用途 に よ り不 向 とな る.最 近分子 申に環 状基

を導 入 して その剛 性 を高 める試 みが種 々行 われて いるが,du Pontが ナ イロンと並 んで オー

ロン,Fiber Vの 発 展 を企 てxい るのは繊維 の性 質を熟知 した賢明な策 であ る. Fiber V

の ヤ ングi率は高 い由 であるがFig.1の ス テ・・プ ルの値 は約200kg/mmで あ る・u' -t Pン

の ヤ ング率 は高 いが羊 毛様捲縮繊維 ではか な り低 い値 も得 られ る.

 繊 維 の機 械的 性質 を知 る上 にはその荷 重仲長率 曲線を眺 める事が有 意義 である・Fig・1
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Fig.1. Stress-strain curves for various synthetic fibers

                   (3)



              辻:合 成 繊 維 の 性 能

           の
はOrlon(expeimental)を1徐 き他 は何れ も最近入 手 した試料 につ いて著者 等が実測 した も

の である.オ ・一 Pン,ビ=t WンNは 何れ も濾布か ら探 取 した繊維 で,ビSヨ ンNは 曲線か ら

            2)
見 る とNORUに 相 当す る。 Fiber Vの サ ンプ ルは機械 的方法 に よる らしい美 しい捲 縮(し

か し捲 縮の揮 性度 は良 くな い)を 持つ てい るが,図 は捲 縮が大 体漕 失 した長 さを原長 として

表 した.そ れぞれ の使 用 目的に よ り絹,羊 毛等 に似 た曲線 を輿 え る事 が注 目され る.

3.弾 性,可 塑 性

 Fig.2 は伸 長率 揮性 度 と伸長傘 の関係 を示す.ナ ィ ・ンの高朔{性 は既知 の事実 であるが ・

オー ・ン(濾 布か ら探 取)の 弾 性限界が大 きい事 は注 且に値 す る.ビ ニ ・ンは本図 に示 した例

よ り甥 胃{性度の大 きい実 験例 もあるが,一 般的 に 見て弾 性 は満 足 出來な い.そ の改良策 の一一つ

は分子闇 に横結 合 を作 り可塑 性変形 を防 ぐ事 であ る.最 近 屡円教授 に よ りビニ ロンANが 発

   3)                                                   ◎表
され,こ れ は熱処 理 ボパール繊維 をホルマ リンの代 りに ク ロルア ルテ ハ イドでア セ タール

化 した後,エ チ レンダ イア ミンを作用 させて ア ミ ノ化 し酸性 染料 に対 す る染着性 を壌進 させ

た もの であ るが,同 時 に分子・闇IC横 結 合 を生 じ揮性 の向 上が期 待 され る.ビ ゴ ・ンANの 性

質に就 て は目下詳細ac実 験 中であ り近 く別 の機会 に発表 す るが,最 近測定 の1例 を 示 す と

 tob                    Fig.2の 如 く実用 」錯1題 にな る低 仲

一、。＼＼      長部醐 度が樋 ピー・噸 し
隷   1                   明瞭に向上している.こ の両者は同

1ω＼  城激;灘 欝 難 翼島と

1ゴ'器 毒;r騨1鰻 噂繕欝
                         ビ5ヨ ンN,ナ イ ロン,オ ー ロン,  o    

.     '0        20        30               .         

El。ng。ti。n.(%)    ピ ー ・ン等軟化 ～臓 は何 れ も150。C

 Fig.2. Elastic recovery curves for various fibers  以 上 で 実 用 上 支 障 は 無 い.

          Table 3. Young,s mOdulus at high temperatures

  Temp・(。C) l nylon  PeCe F・ber l V・nyon iVinyon N l Orlon lV・nylon

    20          290        340     ・ 293        450        597        855

    80           175        150      く/0.2       .__       _       _

__.…_」153 ・…____望_・62 2・3
    150          116                                       40        119

    …  92      1・ ・ 69
    250        (melt)                                      29         〔).6
              1

                   (4)
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  コ                                            の

 各 種 合成繊 維 の ヤング率 の温 度に よる変化 をTable 3に 示 した。 ナ イ ロン,オ ー ・ン・,

ピニ ・ンは2000Cに 於 て も術 かな りの値 を示 し耐熱 性 は優れて い る.オPt Ptン は低荷重

下(0.01g/d)で 加 熱 す る と300。C附 近 でも殆 んど牧縮 を示 さな い.

 耐 熱 水性 は実用上 重要な問題 であ るが,i箸 者 の測定に よれば ビ轟 ロンの牧綜 は100。C水

中に於 て も1%以 下 に過 ぎす,ヤ ング雍 は95。C水 中に於て28kg/Mm2で ピ スコー ス八絹,

           マラ

酷酸 入絹 よ り秀れ て い る.

 耐 熱 性 改 良の爲 に探 られ た方法 を省 みる事 は興味深 く示 唆 に富む.塩 化 ビニルと酷酸 ビニ

ルの共 電合物(ビ ニ ヨン)の 軟化点 は極 めて低 いが,ボ リスチ ロールに対 して行 われた如 く

ア ク リル 嘱T'リ ル と共 重合 させ る と(ピ ニ ヨンN)著 し く改善 され,ア ク リルゴ トリル輩独

の重合 物(オ ー ロン)は 更 に優秀 である.父 ポ リ塩化 ビ5リ デ ン繊維(サ ラン,ペ ロン)は

分子構造 の対 称性 の爲rc結 晶 性 を向上 し,そ の軟化点 はポ リ塩化U'-eル 繊 維或 は後塩素化 ポ

リ塩 化 ビニ ル繊維(Pe Ce繊 維)よ りも高 い.

 ポ リビ昌ルア ル コール繊 維が熱処理 によ り耐熱性特 に耐熱水性 を著 し く向上 する事 は ビニ

・ン製造 の基 礎 をなす重要 な事実 であ るが,こ れ は主 としてOH基 聞 の水素結合形成 に帰 因

す るもの と考 え られ る.同 様 の数果 がCN基 を有 するア ク1;」t・r一トリ]tに 於 て も期待 され る.

例 えば ビニ ヨンN樹 脂 は150。C,1hrの 加 熱 によ りア セ:・ンに対 す る溶解 性 を著 しく減 少す

るが,塩 化 ビニ ルと酷酸 ビニ ルの共 重合樹 脂 では この敷果 は少い.又 ピニ ヨン'Nは 熱 処理條

                                  ラ

件の如何により耐熱性,溶 解性を異にする種々の タ イプの繊維が製 られ る.叉 ナイ・ン は
                         む'1500C

,2hrの 熱 処 理 に よ リ ヤ ン グ 率 を30%近 く上 昇 し,ボ ワメ タ クt] 7L maメ チ フz皮膜 延 仲

                         8)

物の牧縮開開始淵度は熱処理によ り著 しく向上し得る。

 分子聞に架橋結合が出來れば耐熱性,耐 熱水性が向上する事は從來の多 くの事実 により期

待できるが,ビ ニ ロンANに 就て も日下楡討中である.

5.耐   久   性

 繊維の実用的債値を決定する最大の要嚢は耐久性 であり,こ れは合成繊維が醗存 の天然,

入造繊維 に比 し最も特長 を発揮する分野である.著 者 も目下この点に重点 を於て基礎的に研

究を進めている.

 耐久性には種 々の内穽を含むが,こ 玉には機械的,化 学的,光 化学的,熱 化学的に分類し

て記述する.こ の他かび,細 菌等の微生物 に対する抵抗性,土 壊中の耐腐蝕性等合成繊維が

優れた性能を示す分野が多い.

 a)物 理的或は機械的耐久性

 繰返 屈曲,伸 長等の繰返窓力による所謂疲労試験或は耐摩擦性等が これ であるが,研 究は

                    (5)
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                                      り

尚初期 の段階であ り今后の発展が望 まれ る.倉 成繊維はこれ らの点 で極めて優秀な性能を示

す事は若干 の試験結果によつても,実 際の着用成績によつても不 されているが,更 に系統的

な研究を進めなければな らない.

 (1)屈fltf疲 労

 クランプ に挾んだ繊維に一定の荷重を吊し,ク ランプを左右に約90。曲げて繊維 を屈曲し,
                              の
切 断す るまでの屈曲回数(flex-life)を 求 める屈 曲試験 はHenningに よ り考案 され た装 置

           の    ユエラ     ユ う
によつて・Staudinger・ 古川・,長 野氏 等 により実験が行われたが・合成繊維に就ては実験

例 は少い.し かし長野氏によるFig.3を 見ればピスコース繊維 に対する優位が認 められ る.

 5                繊維の機械的性質に影響を輿 える大きな要嚢 とし
                                  の

                  て孚均重合度(ビ ニ ・ンに於ける例をFig.4に 示

璽4   P  す)・分琳 ・1膓分糧 分酉己等が挙げられる・
艮       ム  】劣

134s緊 ぢ   5「2s   l%
悪・ 冤     e・r・ ・    8婁

軌 鱗   甑,∫ ●!△'鷲
                     ぎ8         ,/  ..x 芭

 o       '  霧匙,。 … 一一."㌧/ 4tS

   -α㌦ 。gl。ad笑、,、)0'5 継  .…ノ ノ ・ l

   F・g.・・. F1・xlif・・f f・b・r・'  曇 ノ5     29                                        ヨ

これ らの関係醐 究するに購 い皮臓 試        書

料。す獅 、種。の点で駝 であ・,…i O ・・・ ・…Is・ …19

法rCよ っ て著者等 は先 づ酷酸繊維素 ポ 「Jメ   D・g・ee・f p・lym・・i・ati・n

・… 酸・チ・蹴 て特剛 疲労性臨 点 Fi誌 溜盤 、諜 監、隠 麟 窒

をおいて基礎i的な研究 をi進めている.ボ 【フメ    of polymerization
               13)              OTensile strength

タ ク1フ7t酸 メチフLに対 す る実験結果 を示す と      ●Elongation

Fig.5の 如 く,無 延仲物 の屈f}tlgil・度 は重合度   △lmpPlsive「uptu「e ene「gy
                           × Static rupture energy

に よ り殆 んど左 右 され な いが,延 仲 と共 にそ

の影響 が明瞭 に現 われ る.

 目下 分別沈澱 に よ り分 子量の均 一帽三を高 めた試料 に就 て分子量,分 子排 列更 に分子量分配

と抗張力,屈 曲弧 度の関係 を詳細 に槍 討 して いる.

         ユの

 術 ア メ ワカの文献 には屈 曲強度(Flex-life, Masland)酷 酸 人絹200, ビ ス コ"ス 入絹

                   (6)
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                          2900,ナ イロン『19000,オ ーロ

          。    ム   ン200000の値を挙げているが詳

           鍵    細はわか・ない・
 3    tg" Qoo      (2)伸 長 疲 労  
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                           実用上極めて重要な性質であ

り,こ の点合成繊維が秀れている募写は実際の着用その他の実地試験で知 られ ているが,科 学

                                    ユリ
的 に嚴 正な比 較試験 を行 うにはか な り困難な点が あ り,今 后 の工夫が望 まれ る.米 誌 に よれ

ば糸 対糸 の摩i擦強度(切 断 までの回数)は 酪酸 入絹100, ビ ス コ・・一ス人絹260, オr・一・ン

500,ナ イロン16500と な つ てい る.こ れ らの結果か らオー ロンはナ イロンに比 し摩擦 には弱

                           ユリ 
いが屈曲には強いと称せ られ ている,ビ ニ ・ンに就ては川上氏の研究 があ り,比 較的低荷.重

に於てナイロン等に比 し秀れている享が明かにされた.

 b)化 学 的 耐 久 性

 化学薬晶に対する抵抗性が大きい壌は合成繊維の卓越 した特性であ り,工 業材料として廣

い用途を期待 され る所以である.
                     ユの
 酸 に 対 す る抵 抗性 に関 しては簡に李,馬 川両 氏が塩酸処理 の研究 を行つ た.10%HCIに,

50。Cで10hr浸 漬 した場合 の抗張 力は・・ nt IJ '一ズ(塩 化u; =L )1 一一酷酸u'… )τ共 重合物繊維)

は全 く低下 せす.ビ ニ ・ンは原試 料の約90%,ナ イ ・ンは約80%に 低 下 するに逝 ぎない.羊 毛

は これ に匹敷 す る拭 抗性 を示 すが,絹,ビ スコース繊維 は5hrの 処 理 によ り批張 力の70%を 失

う.
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                               の

 著 者 は前に各種繊維 を使 用 して燐酸 に対す る抵 抗性 を試 瞼 したが,そ の 一例 をTable 4に

示 す.こ れ は試料糸 を20。Cに 於 て15%燐 酸 水溶 液 に30min浸 漬 し濾紙 で絞 り乾燥後400C

の塞 氣 中 に放 置 した揚合 の糸 の張 力の変 化 を示す もので ある.30日 放 置 して も5ポ リeズ,

ナ イロン,ビ ニ ロンは殆ん ど変化せす,絹,ビ スコース人絹 の強力低 下 は著 しい.省 オー ロ

                                      の
ン布 は25%硫 酸 中 に750Cで7日 浸 漬 し て も性 質 は 殆 ん ど変 化 しな い と の 記 載 が あ る.

  〆          Table 4, Variation of yarn tenacity heated

           at 400C after treating with 15%phosphoric

/               acid solution and drying.(tenacity in g.)
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 耐 ア ルカ ウ性 に就 て は李氏が ビ=・ ン,ナ ィ・ンを試料 としNaOHに 対 す る試験 を行つ

たが,濃 度20%で は50QC,5hr或 は煮沸2hrに よつ て も強伸度 は全 く変 化 しな い.同 氏 は

硫酸 に対 して も試 鹸 したが,や は り濃 度20%ま で は50QC,5hrで 変 化 せす,煮 沸2hrの 揚

               め

合 は両者共幾 分強伸度 を低下 する。

 オ ーロン,テT,レ ン(FiberV)は ア ル カ リに犯 され ると記 載1)さ れ て いるが どの程 度 の も

ので あるか判 らない.オ ー ・ンのCN基 は加水分解 を受 けて性質 を変 す ることは予 想 され,

テ ウレンの エ ステル結合 もア ルカ リに対 す る懸 念を生 じる.し か しテ ワレン は高度 の分 イ排

                                  ラ
列と強い結晶性の爲に加水分解剤の影響は非常に少いとも述べ られ ている.

 c)光 化 学 的 耐 久 性
                      ラ

 ビニ ロン等の紫外線による脆化に就ては李林氏の詳細な研究がある.こ 玉では著者等が最
                ヨ     ラ

近行つた直接 日光に曝射 した場合の試瞼結果の一.esをTable 5に 挙げる.こ れ は輩繊維 を

晴天時戸外で日光に曝射 した揚合の抗張力の変化を示す ものである.オ ー ・ンの耐 日光性は

du Pont枇 の発表の如 く驚異に値する ものであ り,戸 外に於ける使用に最適である事 を示

す.
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         Table 5. Variation of the tenacity of various fibers

           exposed to the sunliget(tenacity in g/d)
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 これを見るとオー・ン以外は著 しい強度低下が鬼られ る.ピ ニ・ンは光 に対して強レ繊 維

とは云い得ないが,以.ヒ は軍繊維を1本 宛並べ て日光tCあ てた嚴 しい條件の試験であつて,

糸を試料として行つた結果では500hrを 経ても強伸度は殆んど低下せす,ナ イロン,ビ ス

ゴース入絹,絹,木 綿等の糸 より秀れた結果を示 した.羊 毛,酷 酸 入絹は強度が余 り低下し

ない闇にも仲慶は激 しく減少する事は興味がある.オ ーロンは仲度も殆んど低下しない.

 d)熱 化 学 的 耐 久 性

 長時間の伽熱 による性質の劣化所謂熱老化性であるが,100, 150,180。Cに 長時間加熱し
                 8)

た 揚 合 の 強 度 の 変 化 はTable 6の 如 く,ナ ィ ・ ン,ビ ニ ・ ン も こ の 意 昧 に 於 け る 耐 熱 性 は天

然 繊 維 に 劣 らな い.

       Table 6. Heat degradatIon of fiber tenacity(tenacity in g/d)
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6.染   色   性

 最后に染色の問題に一言触れ る.合 成繊維が一般 に耐水性,耐 化学藥晶性が大きい事 は染

色の立場か らは不利な條件であり・ナィ・ン,ビ ニロンその他実用上一慮支障無い看度に染

色は可能であるが,色 調の深 さ,鮮 明性,堅 牢度,廣 い種類の染料の適用性に於て満足し得

ない.内 外共に鏡意研究が進められているのは当然であ り,特 に混紡晶の染色に対しても充

分な基礎が與え られねばな らない・こ玉では細部に亘る事 は避けて・合成繊維の染色性の向

上を目的 として現在取 られている方針の二三を挙げる.
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             辻:合 成 繊 維 の 性 能

 a)物 理 的 方 法

  (i)カll圧 法:パ ツ ト染料 によるオー. Uン 染 色に対 し151bsの 圧 力 を30min加 え て

    色 調 の深 さ,繊 維へ の浸透 を著 し く高 め(70%程 度 吸牧 す る)洗 濯,日 光堅牢度 を

        の

    向 上 す る.

 (ii)加 熱 法(Thermosol proce33):-t・'一 ロ ン,ナ イ ロ ン, Fiber Vを 染 料 溶 液 或

                            24)

    は分散液 中に浸漬 し,360～480。F tc 5～60sec熱 処理する。染料は繊維中に溶 け

    込む ものと思われ堅牢度は良好 となる.酸 性,パ ッ ト染料,酷 酸 入絹染料に慮川さ

    れ る.

 b)化 学 的 方 法
                                       24)

  (i)前 処 理:タ ン ー・ン酸処 理 によ りナ イ・ンに対 す るパ ッ ト染料 の染 着性 を高 め る,

    ビ ニ ・ソに就 て も京都 工繊大 吉武敏授 に よ り重 ク ・ム酸 塩 その他 の筋処理 が研究 さ

    れ て い る.

 (ii)膨 潤 剤の使 用:浴 中に少量の膨潤 剤(carrier)を 加 え染 料 の繊 維へ の浸 透性 を高 め

    る.酷 酸 入絹染 料,パ ッ1・染料 によるオー ・ンの染 色 に石 炭酸系 化合物例 えばm一

                  らラ

    creso1を 染 浴 に対 し約2%加 え る.ダ イネルの染 色rC対 しp-phenyl phenolを 川

       の

    い る.銅 の塩類 を共存 させ る方が深 い色調 が得 られ る.

 (ll1)繊 維 の化学構造 の改変:根 本的 な方法 として繊 維 を形 成す る分子 の化 学構邉 を化 学

    反慮 に より変 化 して染着性 を向1r.さ せ る.例 えば昨 年櫻 田教授 に よ り発表 され た ビ

    ・・ロンANは 熱 処 理 ボ1フビニルア ルコ'一・]t繊維 を ク ロルアルデ ハ イ ドでア セ`y 一一ル

    化 し更 にア ンモ ニア或 はエチ レンダイア ミンでア ミ ノ化 し,酸 性染料 に よ り羊毛 同

    様 に 染 色され るように所謂 「動物 翼化」 され た もの であ る.

     最 近 オー ・ンの別種(basified Orlon)が 実 験 室的 に製 られ,こ れ は染 色性 を著

                5)

    しく向上したものと云われ る.詳 細は不明であるが,オ ーロンの持つ基は反慮性に

    富み,ア ミノ基導入も雰易に行われ る事が想像 され る.

7.結     語

 以上断片的なが ら合成繊維の持つ特性に就て述べたが,現 在 その生産量は全1弼:界を合 して

も年1億 封度に渦ぎす,数 倍の増産が行われてもf苛世界繊維年産200億 封度に比 し微 々たる

数量であり,そ の特性を生かした用途に最有効に利用する專が,特 に吾國の如 く乏レ 繊維

資源 を補 う上に肝要と云わねばな らない.
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